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歳入

歳出

　町の家計簿ともいえる令和 4年度の決算状況がまとまりました。
　一般会計の決算総額は、歳入 40 億 6,743 万 2,314 円、歳出 40 億 880 万 7,915 円で 5,862 万 4,399 円の
黒字決算となりました。とはいえ、やはり本町は自主財源に乏しく、その大半を地方交付税（国からの交付金）
や町債（国や金融機関からの借金）に頼る、依存型財政が続いています。
　町では、より一層の歳出削減と財源の確保に最大限の努力を図り、効率的な財政運営を進めていきますので、
皆様のご理解とご協力をお願い致します。

４0億6千7百万円

町の決算状況を、分かりやすく皆様の家計に例えてみると、次のようになります。
（令和 4年度の一般会計決算を、同年度末の人口で割ったもの）　（　）内は実数

給料　109,000 円

諸手当　291,000 円

家族からの仕送り　753,000 円

同居家族の収入　29,000 円

貸間の家賃収入　1,000 円

貯金の切り崩し　108,000 円

親類からの融資　118,000 円

ローン借り入れ　112,000 円

食費　245,000 円

光熱水費・電話代　192,000 円

医療費　93,000 円

子どもへの仕送り
424,000 円

貯金の積み立て　108,000 円

改修、家電の購入　276,000 円

ローンの返済　161,000 円

（町税　（2億 8989万 2513円）

（国・道支出金　7億 7888万 3605円）

（地方交付税、交付金、譲与税
20億 1453万 8000円）

（使用料、手数料、分担金、負担金
7596万 5747円）

（財産収入　373万 1742円）

（繰入金、繰越金　2億8953万1344円）

（諸収入・寄付金　3億1431万4363円）

（町債　3億 57万 5000円）

（人件費　6億 5466万 8716円）

（物件費　5億 1299万 212円）

（扶助費　2億 4864万 2916円）

（補助費など、繰出金・貸付金、投資及び出資金
11億 3489万 7465円）

（積立金　2億 8898万 8788円）

（維持補修費・普通建設事業費
7億 3833万 6429円）

（元利、公債費　4億3028万3389円）

町民 1 人分の収入を家計に例えると 町財政では
１, ５２１千円

40億9百万円
町民 1 人分の支出を家計に例えると 町財政では

１, ４９９千円

令和４年度 決算状況令和４年度 決算状況
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町民一人当たりの支出をまちの仕事の内容に振り分けると

右表にある町民一人あたりの歳出額 1,499,000 円について、まちが行うさまざまな事業にどのよ
うに使われているのかを分かりやすく示しました。

210,000円

議会の運営の
ために

15,000 円

55,000円

上下水道・国保
などの特別会計に

147,000円

161,000円

住民の健康増進と
環境整備のために

75,000円

63,000 円78,000 円

40,000円

住民の福祉向上の住民の福祉向上の
ためにために

商工業の振興の
ために

道路・橋・河川
などの整備のために

学校・社会教育の
充実のために

156,000円

消防施設の
整備のために

農業の振興の
ために

町債の返済の
ために

会　計　名 予算額 歳入 収入率 歳出 執行率

  国民健康保険会計 524,571 486,357 92.7 485,434 92.5

  後期高齢者医療会計 64,260 63,931 99.5 63,931 99.5

  介護保険会計 ( 保険事業勘定 ) 377,584 372,261 98.6 360,604 95.5

  介護保険会計 ( サービス事業勘定 ) 465,219 396,078 85.1 396,078 85.1

  簡易水道事業会計 138,000 142,117 103.0 135,266 98.0

  農業集落排水事業会計 211,000 212,291 100.6 209,038 99.1

特別会計の予算額及び決算状況は次のとおりです。

特 別 会 計 決 算 状 況
（単位：千円、%）

役場の運営の
ために

289,000円

地域活性化、
地域づくりのために

210,000 円


